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汽水・淡水魚類 ＜コイ目 コイ科＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＢ類 （国：絶滅危惧ⅠＢ類） 
PISCES ＜CYPRINIFORMES CYPRINIDAE＞ AICHI：EN  （JAPAN：EN） 

カワバタモロコ Hemigrammocypris rasborella Fowler 

 
【選定理由】 

群れをなし多産する種であるが、生息する水路のコンクリート化や直線化工事等による水田用水
路の環境変化及び外来魚による捕食が減少に拍車をかけている。 

 
【形 態】 

体長 6cm。タモロコに似るが、口ひげは無い。また、腹縁がキール状になっている。側線は不完
全で胸鰭上方までしか達しない。縦列鱗数は 30～35 枚である（細谷, 2013）。体側には黒色の縦帯
がある。産卵期の雄は色鮮やかな黄金色になる。雌は、雄より大型になる（前畑, 2001）。 

 
【分布の概要】 
【県内の分布】 

尾張地方（犬山市、瀬戸市、長久手市など）、三河地方（新城市、豊田市、岡崎市、刈谷市など）。 
  
【国内の分布】 
 本州中部以西から九州北西部。 

 
【世界の分布】 
 日本固有種。 
  

【生息地の環境／生態的特性】  
平野部の浅い池沼、溜池、小川、水路などに生息し、群れを作り表層付近を遊泳する。産卵期は 5

月中旬から 7 月下旬で、地域により若干差がある。付着藻類から水生小動物など幅広く食べる雑食
性である（前畑, 2001）。 

 
【現在の生息状況／減少の要因】 

個体数は比較的多いが、きわめて限られた地域で確認されるにすぎない。都市化にともなう河川
整備、圃場整備による水田用水路の劣化や消失、水質汚濁を含む生息環境の悪化が進行したことが、
減少の主たる要因である。加えて、オオクチバスなどの外来魚による捕食の影響も大きいと推測さ
れる。 

 
【保全上の留意点】 

カワバタモロコの減少の主因であるコンクリート化を避け、すでに護岸がなされた水路について
は、適切な補修・改修等を考慮する。繁殖場となるワンドや浅場を確保することも必要である。外
来魚の捕食圧を低減させる対策を講じることも重要である。室内での繁殖についてはコイ科魚類の
なかでも比較的容易であるため、施設内での系統保存などを行い、野外で生じ得るさまざまなリス
クに対応できるようにしておくことが望ましい。 

 
【特記事項】 

黄金色に輝く雄の婚姻色には観賞魚として価値があるため、乱獲の対象となる。また、増殖目的
で人工繁殖個体を生息地以外に放つ「善意の放流」で、遺伝子汚染が生じる危険性がある。豊田市
や西尾市では、天然記念物に指定されている。また、種の保存法で特定第二種国内希少野生動植物
種に指定されている。 
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